
　
ダ
イ
コ
ン
の
葉
は
、漬
け
物
、ご
ま
あ
え
、

炒
め
物
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
間
引
き

し
た
葉
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
葉
を
食
べ

る
こ
と
を
目
的
に
栽
培
を
し
ま
す
。

［
栽
培
時
期
］
ダ
イ
コ
ン
の
生
育
適
温
は
20

度
く
ら
い
で
、
秋
ま
き（
9
月
）が
最
も
作
り

や
す
い
季
節
で
す
。
し
か
し
、
葉
ダ
イ
コ
ン

は
生
育
期
間
が
短
い
の
で
、
冬
の
11
～
2
月

ま
き
を
除
く
と
、い
つ
で
も
種
ま
き
が
で
き
、

1
、
2
カ
月
で
収
穫
と
な
り
ま
す
。

［
品
種
］
ダ
イ
コ
ン
の
品
種
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
葉
の
品
質
が
良
く
、
表
面
に

毛
が
少
な
く
、
柔
ら
か
い
品
種
が
葉
ダ
イ

コ
ン
に
適
し
て
い
ま
す
。専
用
品
種
に
は「
葉

大
臣
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
美
菜
」（
ヴ
ィ
ル
モ
ラ
ン

み
か
ど
）な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
青
首
ダ
イ

コ
ン
の
各
品
種
や
地
方
品
種
の「
方
領
」「
亀

戸
」も
葉
ダ
イ
コ
ン
に
使
え
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
の
2
週
間
前
ま
で

に
1
平
方
m
当
た
り
苦
土
石
灰
2
0
0
g

を
ま
き
、
よ
く
耕
し
酸
度
を
矯
正
し
て
お

き
ま
す
。
1
週
間
前
ま
で
に
化
成
肥
料

（
N
P
K
各
成
分
12
%
程
度
）1
0
0
g
程

度
と
堆
肥
1
kg
を
施
し
、
土
と
よ
く
混
ぜ

て
お
き
ま
す（
図
1
）。
そ
の
後
、
幅
90
cm

の
栽
培
床
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
栽
培
床
の
長
辺
方
向
と
直
角

に
、
20
cm
間
隔
に
約
1
cm
の
厚
さ
の
板
を

使
っ
て
、
土
を
押
し
て
ま
き
溝
を
作
り
ま

す（
図
2
）。
こ
こ
に
1
、
2
cm
間
隔
に
種

を
ま
き
、
種
が
隠
れ
る
程
度
に
薄
く
土
を

か
け
ま
す
。
発
芽
ま
で
十
分
に
灌か

ん

水す
い

し
ま

す
。
種
ま
き
後
は
、
不
織
布
の
べ
た
が
け

を
し
て
、
幼
苗
を
保
護
す
る
と
良
い
で
し
ょ

う（
図
3
）。

［
間
引
き
］
発
芽
後
3
回
に
分
け
て
間
引
き

ま
す
。
1
回
目
は
本
葉
が
開
く
頃
、
株
間

が
1
cm
程
度
と
な
る
よ
う
に
成
長
の
遅
れ

た
株
、
密
に
な
っ
て
い
る
株
を
抜
き
取
り

ま
す
。
2
回
目
は
本
葉
3
枚
の
頃
、
株
間

を
3
cm
程
度
に
し
ま
す
。
3
回
目
に
最
終

株
間
を
5
、
6
cm
に
間
引
き
ま
す（
図
4
）。

［
灌
水
］
畑
が
極
端
に
乾
い
て
い
た
ら
、
水

を
株
元
に
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
し
ょ
う
。

［
害
虫
防
除
］小
さ
い
葉
の
食
害
は
後
に
な
っ

て
目
立
っ
て
き
ま
す
の
で
、
種
ま
き
後
す

ぐ
に
、
不
織
布
の
べ
た
が
け
、
ま
た
は
網

目
の
細
か
い
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
状

に
被
覆
し
て
害
虫
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。

農
薬
で
は
、
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は
デ
ィ

ア
ナ
S
C
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
草
丈
が
20
～
25
cm
に
な
っ
た
ら
、

根
を
付
け
て
抜
き
取
り
ま
す（
図
5
）。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

葉ダイコン　防虫ネットで虫害を回避
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

家
庭
菜
園

ハ
ク
サ
イ
の
栽
培
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
正
し
い

も
の
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。

❶
ハ
ク
サ
イ
の
生
育
前
半
の
適
温
は
18
～
20
度
だ

が
、
結
球
期
の
適
温
は
25
度
以
上
で
あ
る
。

❷
高
温
・
乾
燥
の
天
候
や
窒
素
肥
料
が
不
足
し
た

と
き
に
は
、
軟
腐
病
が
発
生
し
や
す
く
な
る
。

❸
ハ
ク
サ
イ
の
根
こ
ぶ
病
は
、
根
に
大
小
不
ぞ
ろ

い
の
こ
ぶ
が
多
数
で
き
、
生
育
を
阻
害
す
る
土

壌
伝
染
性
の
病
気
で
あ
る
。

❹
結
球
時
に
多
く
の
光
が
当
た
る
と
結
球
が
進
ま

な
く
な
る
。

正
解
は
❸
で
す
。

解
説
：
生
育
前
半
の
適
温
は
18
～
20
度
で
す
が
、
結

球
期
は
15
～
16
度
が
適
温
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
弱

光
に
も
耐
え
ま
す
が
、
結
球
期
に
は
多
く
の
光
を
必

要
と
し
ま
す
。

　
ハ
ク
サ
イ
の
根
こ
ぶ
病
は
土
壌
伝
染
性
の
病
気
で
す
。

ハ
ク
サ
イ
は
酸
性
土
壌
で
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な
る

の
で
、
石
灰
は
多
め
に
施
し
て
お
き
ま
す
。

　
高
温
や
多
湿
、窒
素
過
多
の
と
き
に
軟
腐
病
が
発
生
し
、

植
物
の
地
際
部
に
病
斑
が
で
き
、
や
が
て
全
体
が
軟
化
・

腐
敗
し
ま
す
。
連
作
を

避
け
、
土
壌
の
排
水
性

を
良
く
す
る
他
、
抵
抗

性
品
種
の
利
用
も
効
果

的
で
す
。
ま
た
、
発
病

し
て
し
ま
っ
た
株
は
早

め
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

『
新
版 

日
本
の
農
と
食
を
学
ぶ 

中
級
編
』

（
１
０
４
ペ
ー
ジ
）よ
り

ハ
ク
サ
イ

問
　
題

解
　
答

日
本
の「
農
」と「
食
」を
学
ぶ

●
日
本
農
業
検
定
事
務
局図　ハクサイの根こぶ病
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